
「
奉
王
」
た
弓
、
琴
狗
始
室
、
礒
仇
武
帯
・
崖
毎
大
宗
。
：
“
…
か
脚
ら
芝
蒔
型
と
し
て
過
去
に
も
Ⅸ
篇
に
℃
隔

議
痕
輩
出
Ｌ
厭
罐
亭
羅
》
っ
た
人
た
毒
騨
典
な
、
実
斡
垂
霞
と
り
魂
輔
聖
王
壷
気
ど
、
戸
か
．
堯
満
尺
『
八
ｔ
の
北

識
鋪
聖
壬
だ
→
涙
込
釣
し
い
な
い
、
が
例
-
・
令
岬
人
気
い
孝
謁
釦
涙
捌
←
い
‘
唾
、
辰
竺
い
命
・
夢
ず
こ
と
ば
弱
め
汎
③

幸
漏
雷
混
に
源
比
し
た
翌
で
濁
り
．
ガ
肺
〃
『
松
ｒ
《
／
溌
家
造
迩
グ
綴
（
延
垂
、
の
遠
衰
》
卜
鈴
な
・
『
な
か
『
た
ゞ
か
獄

今
ば
お
の
胴
の
淑
冶
主
命
が
謡
『
涯
〉
一
安
に
〉
一
；
〆
地
位
量
鐙
維
者
に
訓
圭
弓
ぐ
ご
と
丁
令
曼
「
辰
。

前
蔀
三
人
い
う
弓
鐸
で
鯆
と
本
書
？
Ｔ
〉
「
ど
も
墓
’
一
く
乖
離
才
喜
あ
び
碧
切
太
宗
で
講
甥
を
枇
蠕
一
、
李
渉
過
」

熱
剃
ぼ
・
室
薫
で
人
王
馴

黙
り
正
確
一
卜
い
え
ば
‘
・
邑
銭

Ｌ
效
果
達
蕊
檸
Ｌ
な
い
Ｗ
だ

李
蟹
が
．
雷
の
太
宗
王
念
頭
脈
お
い
て
『
素
王
賦
葱
』
壼
源
〃
伐
じ
駒
一
（
と
し
て
辿
、
六
・
宗
に
向
け
考
訂
ば
た

た
ち
Ｆ
雪
辰
趣
、
で
釆
尺
だ
ろ
う
、
雲
自
身
》
，
太
宗
と
同
じ
李
氏
隼
雌
垂
う
け
、
犬
宗
②
う
室
に
鳧
ら
拭
喜
享
祭

へ
⑭
指
向
性
”
雷
勿
ラ
ヵ
舷
も
覇
、
た
は
す
て
易
ろ
、
大
宗
銅
《
摺
力
蒙
叩
に
軍
く
か
、
棚
二
丁
逢
賓
ｉ
〉
汽
鈴
城
、
駕
例

ひ
と
二
と
下
-
・
・Ｚ

は

「

奉

王

！

一

す

-

-

乃

謹

、

-

な
ヤ
ー
弓
申
閏
浴
王
に
識
す
喜
調
刺
た
君
、
フ
“
穴
氏

だ
陳
ｌ
、
つ
ゞ
世

の

１
０
も

雲
無
涯
．
人
生
有
壹
〃
へ
、
初
詠
嘆
を
椛
除
す
る
も
の
で
ば
な
い
．
、
《
》
＃

置
奏
環
涯
、
鮓
・
一
丁

八
一
有
蓋
“
す
．
な
桐
寓
諾
〆
-
無

常
差
ま
と
ら
ず
ド
磑
搭
②
徳
力
Ｋ
閤
執
寸
巧
》
う
雰
王
；
一
へ
⑩
誕
剰
な
鞠
瀞
《
-
；
・
簾
・

一零
千
匡
輪
環
；
仔
汪
／
Ｌ
く
堯

一一

猛
今
中
園
内
古
蓮
一
王
垂
褐
げ
す
-
１
へ
天
竺
力
鍵
輪
露
一
壬
堂
伏
せ
マ
、
ヂ
い
ほ
と
一
，
§

夢
つ
グ
、
季
蕾
毎
割
．
・一息｝、
蒜勇-つ・

熱
剃
ぼ
．
・
室
薫
で
人
王
馴
７
打
た
、
ご
刀
刀
寸
４
．
』
か
；
’
一
．
人
壷
職
了
〉
琴
ゞ
、
刀
蓬
載
る
主
乏
し
同
鰐
に
刺
翫

ｇ
夕
９
０
６

■

鞭

〃

正
確
一
卜
い
え
ば
、
童
冷
。
《
、
、
ハ
・
脈
よ
「

ア
妬
隈
量
刺
し
買
い
？
，
-
／

一
ｉ
、
し
か
行
使
蚕
詩
永
添
い
刀
当
八
と
え
行
使
上
々

。
雷
②
大
宗
」

｝

で
、
「
雰
王
飲
酒
」
の
主
題
鳳
何
か
．

で
流
弾
へ
辰
”

３

ふ
七一一

鞭
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害
の
長
弩
、
園
際
鮪
な
大
議
詣
→
ｒ
、
〉
-
１
言
-
昨
柱
ん
た
扣
識
人
口
、
誠
代
の
人
々
肛
韓
諜
奎
ｌ
騨
毒
を
Ｉ
《
辱
大
が
演

舞
を
循
浸
・
」
Ｔ
邪
’
た
“
苓
執
が
．
唇
代
鋤
詩
壼
豐
か
啄
北
の
に
Ｌ
一
く
い
一
る
め
だ
“
耐
舸
ど
ｉ
〉
一
Ｌ
鋺
視
野
寺
毎
攪
宏

も
切
に
よ
こ
く
お
め
舸
切
知
性
と
感
性
と
を
紙
蓉
鯛
一
卜
億
割
し
よ
、
つ
と
Ｌ
穴
人
は
、
や
は
り
多
ず
つ
侭
と
は
い
マ
ヘ

ま
い
γ
“
寓
居
易
は
穴
ぷ
ん
寿
公
知
識
に
お
い
て
肺
・
李
箪
よ
”
も
何
ろ
か
仮
謂
外
罰
の
事
情
に
逼
ビ
マ
：
Ｖ
派
ご
室
／

才
墓
子
夫
人
-
一
や
「
胡
涜
掌
』
｜
ト
ー
雪
、
猟
ろ
這
祷
餅
覺
は
保
守
的
な
中
園
②
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
で
だ
か
迄
、
そ
、

、
豆
」
祷
霜
嗜
可
太
宗
調
歌
勿
ラ
ッ
パ
逢
高
だ
が
レ
ー
吸
泰
Ｌ
て
千
打
塗
『
訊
嶮
」
の
墓
調
と
Ｌ
得
た
の
侭
。
杢
嘗
は

稗
過
と
帯
の
家
桟
が
．
麿
朝
成
立
仮
毒
方
し
な
が
ら
太
詣
グ
、
缶
疎
外
さ
運
卜
揃
く
遥
澄
乏
煎
掲
拙
槁
一
ぐ
猫
い
、
た

神
通
か
千
打
Ｔ
は
人
夙
の
幸
罎
を
震
翔
→
。
、
￥
嗣
力
蒋
一
蓬
Ｌ
八
釧
小
ｚ
Ｖ
茨
隙
-
ず
ば
〉
了
三
い
、
灯
な
く
-
瞳

、

も

・

ず

●
。
、
も

才出
株
シ
一
し
て
の
今
世
廐
仁
蝿
け
尺
に
す
害
な
い
。
〃
純
哩
苛
の
一
生
で
ば
長
孫
騨
是
ほ
之
測
鎌
耐
郡
か
『
″
欣
芋
し

や
侭
珊
朝
廷
鋤
元
老
と
：
」
、
死
艀
、
毒
六
な
溌
菫
味
禰
と
〃
、
子
孫
の
厳
盲
人
謝
鈍
痘
争
臺
奈
-
制
零
、
壹

了も、

０

、

、

七

昏
朝
の
縛
り
寺
Ｔ
官
吏
〉
雪
一
し
て
生
浩
Ｌ
・
舅
も
ま
た
￥
一

た
鋤
．
人
だ
、
尺
勿
淀
-

１，

去苛な〃・』，．

７

李
雪
伺
藩
ら
く
ぞ
ご
童
菩
応
に
鞭
脚
-
）
・
冨
糞
室
し
だ
舅
う
〃
一
感
識
玉
篝
’
一
「
老
衰
珠
主
歌
-
一
「
蕊
家
函
釧

尺

な
と
け
〉
一
↓
⑭
恥
と
痛
み
か
“
慰
一
一
卿
た
熱
し
鞠
に
這
汕
味
な
い
、
《
》
て
一
／
-
壽
『
奏
圭
-
駅
迩
号
イ
レ
韮
振
”
ｌ

『
零
王
』
の
議
驍
存
在
ｚ
-
二
、
、
寒
》
満
や
謹
銭
塑
菫
葦
掲
げ
民
が
．
二
汎
才
）
今
園
釣
共
説
か
冷
す
細
ば
御
誰
パ
ｒ

幸
い
、
敲
闇
〃
塞
壬
け
人
屋
虻
凝
鶴
子
亭
池
の
で
蕊
叩
-
イ
、
一
ド
ー
ト
瞳
国
表
」
盗
難
〉
藏
侭
〉
」
／
も
崗
講
な

１

一７実、

つ

語
だ
っ
這
識
総
些
千
尺
Ｉ
そ
Ｙ
》
鮮
癖
誘
纈
く
〉
一
§
の
雲
飴
ぼ
讓
徴
性
差
剥
雛
寸
籾
ぱ
人
尻
窒
奇
鋤
塑
筵
壊
飛
旧

』

凸

■

ｒ

Ｌ

、

一

口

心

．

■

も

■

ロ

・

ｒ

戸

Ｄ

Ｂ

巳

」

７

一

ロ

ケ

Ｊ

二

、

一

、

Ｄ

Ｐ

惨

。

書

Ｄ

ｒ

二

・

’

０

．

守

雀

ロ■

秘
先
㈱
李
祁
通
だ
、
仮

一
審
王
』
の
議
鴎
存
在
ン
一
！
二
、

す
ぎ
幸
い
？
敲
闇
〃
束
ゞ
壬
け
人
員

語
だ
っ
次
②
識
総
些
壬
仮
ｉ
そ
Ｙ
》

収
し
た
虻
②
ど
Ｖ
-
『
傭
か
弱
る
字
》
い

リ

句

蕊

《琴今．

ワ



皿
■
Ｌ
・
・
、 禿

二

三 一

←

禽畠易の八署遡嚥』鰯墓講ｖを謹愉の鐵蒙と玄つ穐譲肇舞《従ゞ
蕊ててい裾ヘマ琴・篝》いついて論文毒書

く
人
口
ず
い
瀬
ん
多
く
な
っ
た
が
、
一
房
こ
と
仁
氣
つ
い
て
桶
橘
，
」
た
人
ば
・
管
見
な
が
ら
子
だ
な
い
・
だ
が
．

寺のごと量頬フマＶＴ夫、川げすく自序沁詩劣塞に婁一圭、と海床と患胸舸云》作品を弘っ人ぴＶろゞ
雷同

石
集
』
（
一
九
七
八
基
・
北
，
一
毒
）
の
篝
言
趣
薙
誘
氏
だ
武
口
《
-
〈
農
，
や
画
』
一
九
八
つ
年
四
月
號
に
よ
打
ぱ

「
巾
國
併
教
協
舎
舎
長
代
表
」
力
闇
雲
左
１
言
『
ご
警
浮
』
剛
一
さ
妻
〉
奔
菫
-
三
月
ぞ
』
二
・
河
吟
Ｅ
年
に
い
八

夢瀧の鋳詞蟇，二○・一ハ薑仮一筆李篝詩’一二《〉‘迄舅一，》一；窪・琴碆電苓室↓雲“一がゞ
一鈴ろ。くし-ず御礼一九七

の
r'i
李玄

笄 非
、 菫
云

嘉印
項
一 ＄ も

寸上
劇裁＝-ナーー

を千一
列 刺
航 Ｌ
’ 一 一 丁Ｑ 、 ｔ

且

毒:率
〆 一 一菱ミヘ
ラ，ﾏ差

、垂

八
李 意 秦 乃 非 函 秦
鶴 亦 王 歌 頌 域 王
作 指 猷 宮 奉 傅 蕊
此 唐 癒 未 媚 殊 璋
詩廷行宗篁工力の掌

一ヅ②

何人Ｋ-」てか此の歌・承乏敦彗喜餐〉豪一

②
論
者
・
李
奮
の
金
蚕
士
叡
適
嘩
詩
臆
ゞ

一

三

。
￥
の
減
者
蹴
．

ぐ

心
毒
王
談
酒
行
ｖ

琴
王
毎
・
霊
睦
琴

西
域
薙
跡
を
鱈
恥

奏
輯
患
室
萱
一
鏡
寸
宅

毒-祁辰臺廷一・差琿潅

奉弩”蚊鉤諸子一無職

零
輪
患
室
萱
一
鏡
寸
宅
症

元
ノ
有
筐
刀
大
宗
壬
歌ふ

参
純墓

７草も陽白可善〉一表一理）
一圭一

ｒ Ｌ
ざ ム ー
ヨ 1 ■
Ｑ

Ｉ
●

少
少

むろ一鮭非下

賎寸闇密．〃圭露》侭〈毒王殿陣蕪ソな春歌霊麹あり．。奉壬は

″琴云ふ、←評今毎摩璽尭天子／／と．ゞ

講
王
読
売
燕
八
撮
籍
の
勾
蒟
写
逢
”
て
童
晶
綴
法
家
辰
考
至
穴
む
。

一一

一

燕
エ串

里

|５4S '０４８



寺 ￥- 二
一 二 七 4

一
■

一幸

ー

《
ゾ
マ
ー
』
フ

ー

マ

〃

〃

・
句
．
。
。
『
。
処
０
殆
」

初
切
［
樫
・
玄
弊
は
］
拘
嘩
需
王
の
招
待
逢
壹
け
Ｔ
琴
渇
陀
鬮
が
／
ら
遊
学
繕
茂
謹
へ
出
か
偏
了
い
た
“
折

力
坤
ユ
・
-
，
４
う

ゞ
Ｌ
ｔ
惑
日
王
は
巡
幸
し
了
ぢ
上
￥
ラ
ビ
錫
朱
哩
誠
遜
國
阪
居
た
、
：
・
侭
牽
篭
喪
裟
々
緯
ゞ
：
了
舎
諏
〉
；
し
浄
補
油
臼
王
極

誇
菱
梅
雪
ら
っ
了
か
ら
、
「
河
洞
の
園
エ
リ
や
一
一
、
末
ら
楓
穴
釣
で
す
か
、
鐡
笈
-
！
｜
需
堂
．
〃
と
→
、
か
」
産
尋
ね
氏
⑳

「
大
害
國
か
ら
や
つ
丁
来
ま
し
た
“
佛
法
を
義
末
し
よ
、
つ
と
し
て
で
す
』
些
筆
認
だ
〕
王
口
・
「
大
雪
園
ｚ
け
を

緬
方
向
に
あ
〃
ま
寸
か
、
逼
、
句
柄
及
這
何
７
こ
こ
ぞ
善
澆
莞
、
す
か
」
と
蓋
、
一
ノ
〉
逵
弓
え
天
、
「
こ
こ
か
ら
束
此

敬萬識里一トあたります”印度で薑、っ．琴訓蕊洲國が》で洞『、す」と雲勺だ⑳王は『私ばかっ可唾鉤至

那圃にけ泰王とい-っ天子が唇、皇／綱ろ〉←聞きました“若くＬで不思読毎能力季〉一も弓-長じ一しば毫武

の
人
一
ぐ
あ
薯
と
．
誘
代
に
動
乱
が
生
じ
天
下
は
分
謙
Ｌ
・
戦
風
び
請
方
に
起
こ
っ
て
人
々
け
蓋
し
人
毒
、
Ｖ
辰
”
と

こ
弓
毎
泰
圭
大
子
は
早
く
』
＋
リ
遠
大
な
計
鵬
乏
亨
）
ち
大
落
遥
差
興
し
-
衆
生
を
叙
漬
し
て
海
内
壼
平
定
天
、
椚

苧
の
激
化
何
建
か
ま
で
翼
ぴ
電
澤
は
遠
く
ま
で
潤
『
→
、
い
了
・
請
外
画
し
儒
化
弄
票
二
ｌ
臣
些
穗
Ｌ
従
い
．
人
廐

渥
考
癒
苧
駒
潅
賓
達
受
打
→
て
こ
ど
ご
と
く
両
人
か
琴
壬
設
陣
樂
を
歌
っ
て
い
ろ
と
例
こ
と
で
蒟
喜
”
帯
の
風
雅

斑銭議鐸蕊逢冨仮すま一三・今弓まで久しい証切で姦矧まず。りっげな徳の名譽や琴ごとこ）の

玉
読
な
も
”
で
あ
珊
去
Ｌ
よ
§
う
ゞ
大
喜
霞
這
い
、
一
ｕ
鰯
ば
一
易
園
的
こ
と
で
す
か
」
と
零
絢
藤
絢
Ｔ
・
可
戸
謹
零
繩
】

己

細
密
戒
逼
塞
莚
玄
舞
の
對
議
ぼ
『
隷
蕾
雪
』
笥
藏
癖
・
一
堂
｝
ゞ
私

大
函
ｉ
兇
謎
暮
が
-
蔀
斬
琶
書
』
揃
三
鐵
熟
舜

延

・丁重、ログ

毒
調
塞
・
大
捷
持
寺
形
門
祷
一
・
索
毛
壽
」
孝
一
“
：

蜜一汗

擬穰『大雪西、１．§：他』
難畢鋤謂済一鞠畷認め一察雁鐵一，…ｙＬ獅庭Ｚ、『″』

Ｇ

『
西
域
調
』
の
引
用
、
．
｝
〃
》
”
｜
》
．
／
、
＃

か局．

長
く
肺
あ
る
が
、
４
，
ｒ
、
-
識
，

琴
と
鱒
、
『
″
鈴
で
．
野
蟇
威
武
の
訳
で
紹
介
才
蕃
・
式

１

Ｆ
卜／一卜

落
は
零受Ｌた。

一

、

繁

一

△

～

掌
二

子

『-↓０-４〉
一ＪＪ１、、

も１４０坐▼

．ｊ４一一
■込

一肺（・〕
日
日
Ｏ
０
０
Ｕ
ｏ
ｌ
ｆ
-

I M S
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、

『や
・
フ
で
す
・
至
那
と
は
以
前
の
王
②
篭
鰯
國
読
で
・
大
雪
と
い
う
価
博
．
。
１
，

蕊
が
王
朝
鈎
國
費
で
す
少
前
塞
汽冒

呼

■

壷
、
一
、
．
す

ぎ
打
な
Ｌ
鯖
’
’
零
壬
と
三
伽
、
今
阿
す
で
に
王
鐡
壬
繼
が
例
了
天
子
と
し
、
、
。
！
：
、

領
マ
ｔ
手
す
風
は
四
方

駁

ｉ

及
び
凶
賊
た
ち
は
減
じ
、
固
駒
四
方
八
方
耐
手
篭
順
な
り
饒
國
何
朝
貢
Ｌ
。
：
…
-

・一、

マ
未
了
お
叫
壬
す
」

Ｉ

城
し
辿
戒
旦
士
は
ち
ま
う
ど
麓
堂
簸
娠
婦
リ
浅
今
を
一
牢
噸
行
な
お
、
Ｌ
-
｜
、
。
：
：
：
-
ぼ

つ
と
了
．
Ｉ
ｒ
九
丁
日
乏
籍
一
曲

今

が
ン
・
夢
尺

赴
城
仮
至
へ
毎
戸
域
汀
］
蕊
銅
珂
釣
西
至
当
毎
へ
大
夫
ケ
林
嗣
中
唇
、
。
：
…
；
《
←

吟
尺
王
肺
ま
ず
河
の
西
！
大
言

ｐ

可

伽

藍

菱

富

舞

汽

牢

金

の

静

際

の

大

ま

き

至

土

価

身

戻

建
て
、
加
重
瓢
崇
に
臺
霧
高
一
、
、
至
溌
等
●
皇
）
露
遥
拝
り
ロ
に
ほ

ほソ
ー
の
も
、
壷
丑
置
Ｌ
た
、
：
こ
こ
か
今
索
沁
十
函
、
玉
里
航
龍
、
-
、
：
：

の
訓
阪
行
亘
乏
解
Ｌ
辰
王
は
行
重

み
合
一
鶴
の
金
像
を
訓
表
出
す
。
《
：
涜
劃
王
一
ご
蒲
天
乏
一
：
卜
！
菫
．
’
一
・
〃
．
｜
卜
侍
〃
し
←

震
我
綴
！
蓄
蓋
垂
手
Ｉ
義
→

９

圧
拘
晦
覇
王

１賛
天
王
グ
藏
鋳
壷
鑿
・
ズ
鱒
帥
亨
達
・
宇
歴
裁
謬
一
震
一
億
・
予
〆
￥
〈
-
三
・
、
，
．
、
フ
α
→
，
←

畦
・
尋
-
ザ
。
、
グ
．
０

樵
＃
．
五
一
医
フ
．
蒙
壷
蓋
を
←
！
静

が
壌
葬
嗣
篇
達

ｌ駆
り
巻
宍
謹
衞
す
る
-
苛
淑
ぞ
榊
言
字
氷
室
薄
雲
デ
乗
、
了
毒
壹
蛮
、
、
篭
、
守
，
．
．
ｓ
王
響
未
-

人

察

一

言

襯

具

一

土

些

リ

壁

』

■

リ
釣
書
や
全
錐
の
花
を
希
む
一
堂
ノ
桝
一
く
四
方
一
，
卜
徹
圭
、
一
三
莞
・
墓
密
乏
鋤
．
》
、
←
ま
．
／
《
京
一
《

養
一
や
手
毒
に
壽
リ
遥

壇
壱
水
僻
／
Ｉ
Ｉ

Ｂ

｝

｝

笈キ、、
王自・《，菅→，《雪君〃て西釣臺刀上に逮噸屈滋・：・識篝する。《，．：食蓬
這
鍔
繁
狗
ろ
と
い
ｚ
い
ｚ
の

零
弩
．
勿
人
董
集
釣
了
、
議
蕊
釣
微
意
を
論
定
Ｌ
妙
哩
董
鬘
錫
．
；
」
・
劇
二
幕
、
歴
零
猫
よ
う
ン
-
ゞ

か
篝
」
す
る
時
〔
は
じ
焚
さ

甲

一
戻
よ
う
に
」
～
日
々
金
像
を
堂
〃
匡
伺
屋
茨
す
る
二
・
と
初
鋤
毎
よ
っ
た
！
」
一
ｌ
・
祭
倒
に
至
、
庭
、
》
一
：
②
大

臺ば雲剛火査勢Ｌ・伽蓬や-門樗は火煙乏鐘」-、軍一／等かご唇王滝一．画餅芝毒くし了先一十局追

善
を
菰
ず
ん
と
了
一
義
熱
薑
達
達
一
く
詳
斡
威
業
蓬
世
-
１
添
覗
ら
か
た
．
Ｌ
よ
・
っ
と
Ｌ
赤
ハ
壷
肥
．
、
汽
が
欝
釣
滝
薄
く
し

ｏｏＱ→西“ｉ、

了
天
一
卜
祐
け
毎
脚
ろ
ご
と
ゲ
く
、
ご
罰
よ
な
災
蕎
菫
蒙
フ
ー
毎
〔
錬
釣
〕
お
苫
鋪
の
識
が
こ
め
よ
う
了
轟
楓
は
．

行
宮
痕
訓
妾
返
す
め
で
あ
夢
。

一

毒 一

一

箸

IF-↓う(…ノ '０５０
＝

一

…虻.唱L輌晶.,…三三二言ニー 一



↓・’；《
＝

『
西
域
記
』
何
大
宗
の
認
逢
奉
じ
て
撰
述
式
お
た
《
大
宗
亭
堯
・
満
や
韓
輪
聖
王
を
毒
ど
る
人
で
高
ぢ
こ
と
は
太

宰
②
代
鋤
人
吋
融
な
知
完
了
い
た
、
玄
詳
あ
ろ
い
ぼ
議
撫
が
￥
御
篭
知
名
な
い
ば
す
ば
万
》
く
、
捧
々
②
諄
業
②
茂

祷
看
了
漏
る
太
崇
に
卸
好
毒
乏
も
う
穴
で
湯
勇
・
っ
か
ら
、
戒
日
王
⑦
問
い
が
毒
際
睡
漁
皐
な
蕾
票
で
扇
っ
了
辿

裁
一
裳
切
答
え
切
中
の
害
票
を
分
か
つ
て
王
鋤
闘
い
壷
莊
農
し
た
と
り
《
泥
菫
、
情
か
這
繰
さ
細
な
く
は
な
い
。

煎
引
唖
部
分
の
壷
岐
戒
日
王
の
家
講
と
蹄
億
を
罰
せ
る
。
ぼ
潅
礼
と
韓
蕊
醗
王
が
寶
現
に
尺
か
②
敏
が
あ
る
。

太
宗
賦
佛
迭
垂
ま
ん
じ
可
玄
笄
を
愛
願
し
た
の
で
側
な
Ｖ
・
水
谷
氏
が
一
講
読
」
に
帥
二
・
上
、
匂
に
「
西
域
・
イ
ン

ド
例
の
情
報
提
儒
者
ど
Ｌ
７
②
迭
師
に
執
着
し
了
の
こ
と
Ｔ
あ
『
＃
た
弓
う
い
と
、
Ｚ
く
い
戒
日
王
②
沈
下
減
筋
い
。
戒

。
《

ａ鰯澤舎と「奉遷拭適」の夜雲堕を韮べ毒見ろだ減認-．『李霞作此詩・＆刺李非美感」辱ろこと葱鵡

口

争

詳
今
卿
菅
略
し
八

ｂ

『
西
域
記
』
は

〃ず

ど
う
し
了
生
奈
了
紛
喝
卿
よ
う
り
．
，
言
》
藍
壽
い
へ
蜜
差
誰
華
“
、
篭
拝
し
．
「
幸
い
Ｆ
Ｌ
Ｙ
前
世
切
篝
業
釣
た
め
-
藷
印

度
に
王
と
な
喜
二
と
か
了
読
菅
し
一
パ
。
ど
う
か
ゞ
私
網
霧
繧
の
．
刀
壷
Ｌ
こ
く
大
巽
蓬
消
癒
ぜ
し
獅
給
え
。
も
し
お
闇

〆
甦
◆

字
入
禰
な
け
籾
ば
・
今
こ
ゆ
瞬
よ
〃
令
達
。
こ
く
Ｌ
害
す
．
一
と
言
ら
篝
い
，
す
く
ま
ず
昇
達
鯉
合
せ
門
勿
關
の
上
に

跳
び
家
へ
．
八
。
た
た
ま
料
才
か
”
よ
う
陳
-
人
癒
誉
表
．
通
は
煮
元
展
②
…
壬
何
「
こ
例
で
表
睾
小
畠
見
椥
ば
如
来

の
お
言
葉
憾
凄
雷
．
で
あ
る
外
道
・
実
挙
手
訓
乞
た
室
感
鴦
住
と
法
董
園
顎
す
る
が
、
庭
だ
我
が
大
師
（
辮
陀
）

の
鹿
同
嚥
常
と
識
、
一
等
’
、
詣
冷
桝
辰
《
芝
こ
葛
が
．
払
い
害
樫
郡
す
認
-
に
溌
巧
念
霞
が
種
げ
今
桝
庇
の
仮
、
ご
勿
篶

事
に
出
舎
、
了
・
Ｖ
１
向
、
ｒ
←
柵
未
必
真
雷
必
激
ズ
堂
理
露
…
」
た
。
こ
め
こ
と
耐
大
い
に
墓
ぷ
べ
実
、
こ
と
で
温
り
、

深
く
逗
し
む
く
さ
ご
と
で
ｎ
斬
り
』
と
言
『
穴
ゞ

（剛上）

戒
臼
王
靭
問
い
に
對
寸
調
｝
玄
弄
勿
答
え
の
、
っ
澪
太
烹
釦
繧
蚤
述
べ
る
く
だ
り
了
壬
の
間
い
駒
言
葉
と
篝
閥
す
る

一

１

〆

、

丑鐸次一一

一

露
一

'５-５１ '０５１

｜、） ÷ ､ - . . . . , . . -



ｎＦⅡ抄～

＝ ザ
一ー

当

轄
輪
墾
王
口
結
と
絹
蓮
寸
，
群
、
巳
に
結
董
雛
喜
・
鍵
繊
聖
王
輝
生
宅
高
尭
の
泥
中
広
累
在
す
・
佛
何
己
に

？〃
這
る
壷
祷
た
り
。
韓
蕊
室
壬
は
亀
愛
わ
ぷ
鴬
斬
り
“
術
何
已
Ｆ
永
く
離
薯
・
蕊
蒜
段
菫
ば
窒
諏
・
鑪
辨
・
袋

-
ふ
ゞ

舍

圭
長
毒
在
す
”
解
何
已
に
鋪
ろ
事
董
得
た
り
發
裁
垂
三
河
窯
蛎
饒
壷
卜
職
菫
；
〃
僻
哩
壷
明
中
順
鍵
ろ
２

。

げ

◆

５

雲
斡
聖
王
も
し
捷
防
了
多
く
四
天
下
を
漏
世
ん
も
、
焼
は
娯
曇
諸
出
家
葦
鰯
す
ゞ
鎧
韓
窒
壬
は
顎
闇
冨
勺
ろ
り

●

、

一一

６
１
■
、
■
０
６

Ｊ
〕
佛
向
沁
自
在
な
り
”
韓
韓
聖
壬
は
天
棄
董
倉
末
才
弓
辿
僻
ぽ
乃
再
狩
油
蕊
脾
塁
審
帝
一
に
喜
篝
ご
才
”
射

、

輪
堅
壬
は
他
ド
炎
『
で
薬
逢
求
む
・
解
ロ
内
疋
窟
潔
丁
、
ｄ争

○

和ハ〃／一

僻
と
世
俗
王
と
ば
こ
切
よ
う
広
難
絶
し
可
い
ろ
。
緋
Ｆ
斡
寸
-
脚
廐
・
実
購
ｉ
李
従
壺
俗
壬
一
陣
、
弱
喜
と
寸
話
韓
か
行
ひ

Ｑ

ｐ

Ｑ

-

佛
教
勿
建
鱈
だ
。
『
樗
伽
鯉
』
を
詩
人
た
琴
筆
ぱ
藷
龍
嵜
帆
逢
知
｜
-
て
い
た
。
，
又
代
人
調
馨
な
ど
に
お
け
ス
ニ
-
理
５

ヶ

Ｑ

Ｉ

ｌ

斬
る
も
釣
-
一
と
『
俗
な
ｚ
》
も
の
-
一
と
か
・
僻
と
義
輔
填
一
王
の
よ
う
に
難
龍
す
る
銅
か
、
易
ろ
い
減
鍵
輪
聖
壬
詞
よ

り

う
な
世
熔
主
で
し
「
聖
孑
ろ
し
の
」
灰
包
含
し
‘
一
／
ろ
鈴
か
、
わ
た
し
何
ｒ
ラ
、
画
報
ら
め
が
、
二
雰
王
試
酒
」
広
揺

く
泰
王
Ｆ
聖
性
を
潔
じ
ろ
こ
と
ｎ
．
李
鶯
け
-
-
）
な
か
っ
た
だ
ろ
う
“
・

「
奉
壬
飲
酒
」
差
机
上
で
作
り
つ
つ
あ
る
と
き
の
李
蓉
切
侭
事
吋
鮴
詮
．
祷
糾
の
域
逢
出
な
い
“
雪
の
手
圭
甑

ラ
ー
一
拠
マ
千
言
五
丁
葬
儀
一
卜
韓
「
涙
『
奉
壬
甑
酒
」
”
、
琴
王
の
典
な
、
拘
寺
・
斡
輪
聖
王
争
神
話
性
走
蒻
ば
季
・
國
寒

然
可
あ
る
、
フ
△
兼
氏
菰
》
「
刺
季
」
の
李
乏
害
的
大
宗
李
世
民
に
限
定
す
る
か
否
か
は
詳
か
下
な
い
が
、
季
蛍
民
パ

士っ了代表ま細石中園②出硲王一般奎指；」たと→劃榊憾、《はどんど杓八Ｌの説と同じ，｜》《ず重り》；

ア
ー
語
ク
ロ
″
凋
伝
ｒ
池

遠
霞
Ｌ
て
お
こ
う
『

議
論
聖
王

諭
崇
四
に
いＪ■■

ｳ１寸
知 ｡

聖
な
る
壬
に
何
違
い
な
い
が
や
は
〃
泄
旙
王
Ｔ
あ
る
”
『
大
雪
凄
諭
』
の
創
品
中
運
伽
鑿
穏

<７
窒瞥

鐘

呂一凸■ _

壁|舗司畠,;鴨

晉
司

」
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注
と
付
制
振
り

》二二一舅の「併教歸退を墓鐘とｉ」パ脈議した詩人ぼ一土維以外に例一室見ないど罰言する」のけ入谷仙鯛

刊介『亨壬繕研究』だ．明細五十一年発街．七四○頁．定領一○○○○圓。「あとが美、」｜卜ょ拭画洞

川環樹先生，．：；から-：お菫箒がかかって・一雲．：．§；鐵筋鍛亡ルの穀風景呵航夷宕一で！-；洗面剛；

。、Ｑ

一／ざ／←

⑦水道の栓芽一ひねり・流帆看水音に淫流のせせ今宝を礎鯨して」執筆Ｌ碇「等位論文」で騨耐Ｋ一脳

ノ

▲ｰ Q

参・″ 垂
は
じ
防
と
す
る
も
弓
も
尾
②
祖
織
の
虚
幸
性
を
琴
ぢ
、
一

と
Ｌ
元
わ
た
じ
涜
左
に
追
う
了
く
る
よ
う
｜
卜
蔑
ぜ
ら
紙
ろ
、

李
雪
Ｆ
は
じ
肋
マ
椿
し
た
日
か
、
局
の
長
い
窪
-
月
「
奉
一

．

言

い

の
何
-
今
お
じ
え
ほ
、
一
尻
“
刀
｝
卜
對
寸
薯
饗
桝
だ
ぅ
一
代
の

ｑ 同
一
京
都
六
祭
文
筆
博
士
」
と
託
す
．

申

り

「
物
事
堂
正
面
か
ら
見
乃
Ｕ
Ｔ
、
一

は
そ
ん
な
脈
深
謝
写
も
の
Ｔ
な
く
、
一

た
剛
で
あ
る
”

ひ
れ
〃
ひ
れ
フ
マ
み
た
と
い
う
寺
下
Ｔ
あ
る
」
五
四
一
員

●

王
繕
の
悔
品
に
鎖
す
る
評
語
と
し
て
は
的
付
ず
弧
だ
が
・
著
者
の
汗
業
一
卜
對
す
る
總
括
批
評
と
す
桐
ば
、
ぴ
う

強ゞ

色
類
書
害
『
団
圭
亘
「
交
流
」
際
御
中
一
九
八
○
年
二
月
一
二
ｓ
一
岸
田
電
砿

凸
ｐ
ｅ
■
▲
、

可
十
〃
．
》
、戸

, 認
一員麦

雲
面
か
今
α
否
定
的
な
形
で
見
馥
-
つ
と
す
る
傾
向
か
あ
る
←
と
い
っ
て
箒
抓

派」た〉てのまますなお雁壹ってし壬、派のではつま、局ないか、吟-一

「
奉
壬
飲
酒
」

た
の
だ
弓
、
つ
か（一

-

ま
辰
個
人
の
達
了
前
と
本
音
空
一
室
性
誓
切
〃

堂
正
面
か
，
局
篝
為
解
く
努
力
を
建
つ
マ
來
祇

つ

／

九
八
○
・
四
・
一
四
一
六
つ
五
）

露

型へく打
Ｚ
-ノ

ｇ
Ｂ
●
■
０
。
■
Ⅱ
Ｉ



王

グー

〃

‘

申

、

里

。

“

忌交流』の蕉稿「岩寂文事『壬雑誌雲』への問い、」をお蓬川-Ｌま寸・取槍噸も廷よりご宕由で

寸がぺ不梯用と宍、ま、灰ら、同封のハガキで・帯めむ何お棚、含せく在天-Ｖ・

岩
窺
文
壷
『
王
雑
詩
罵
』
へ
の
闇
〈
・
”
賓
醒
毒
雄

同書は小川畷樹・都遷春雄→入谷仙介鍾二武腫主臺選訳で．Ａ鐸説ｖ豚婦-←祇砥八二の鐸識噸・-

ｃや-００

斗…入谷が担当些一婚：。：．小脚は詩鋤鬘定翁感じ納から、臺罐まで謙急・入谷嗣言垂帯稿に巧いマ

｝…入谷が担当Ｌ一媚．…；岬餌

全
面
的
な
誠
言
雪
侭
な
、
八
・
Ｖ

選騨どし了風旨掛雪害級「中雪詩人達幕」一雲琴＆一ハコ圭篭』（都邑春雄）と・掌興社重量詞４

大祭巻十『王雑」（小樺太市誌・一鐘雪雲一程凝）とび嘉写。：：…渓誇大篝憾・川抹）ばか一二分切一ぼ鯛

・ど量終え穴段階で死五七、和、景題風び綴達蔑け浜-もので《岬緋氏の部分かこと〆創見に墓ん

でＶ尋が．奇矯雁杓兵ろ説も多く》注童達雲する。

同婁の掌一刷發行画一九一二壹．季＆ある》〉蟇冗員匡私は一，豆又霊’一土籍種弐！」子畢壽、再校別

の
と
寺
、
周
雲
を
読
ん
だ
の
で
茨
鈎
。
型
認
』
董
麺
ｘ
・
掲
義
誰
試
械
剥
を
入
谷
毒
・
津
迂
っ
た
ゞ
ら

十月十六日；，＃『王鎧毒掌』｛岩笈．Ｘ毒）？が郷一向帝、職涯。：-．・同臺の「銀説豈噂、入谷→域は、

漢詩大葬『王雑』（小林太串諏豪田毒鑛）阪雛珂八小棒》武徳課令がこと雁創見に喜んで

いるが・奇矯脾杓阪ろ誠も多く、注童一茎雲する、．〉ｖと誹圭違和産「奇落艀わ赤ハろ凱」がど舸

でゞ話ろか芝列挙塁そのお鈴お鋲低対すろ氏卿嚇下易説を塞琴、ごっな埼側幸いで覇石。

蔵
洞
、
ご
価
に
封
し
、
遁
く
制
行
い
『
壬
篭
研
寅
』
を
請
誠
ば
わ
か
ろ
屑
ろ
心
フ
、
と
い
う
富
嚥
翰
ハ
ガ
キ
ー
片

八
総
説
Ｖ
庶
感
沢
の
よ
う
亡
い
う

●

■

■

夫ｔＴ、
■
・
』
凸

一
。
》
。
、
０湾して鳳一掛塞奮級「奉雪詩

。

■

令

一
Ｆ
ｐ
■選

壌

一

■
へ
も
Ｑ

Ｌ
Ｕ
６
Ｌ
■
ｂ
ｂ
■
６
Ｐ
Ｐ
Ｆ
ゆ
．
』
■
■
字
ら
Ｇ
Ｐ
Ｐ

１

ｒ

ト
ー
Ｌ
ｒ
ア
ｂ
Ｅ
、
-
Ｅ
ｐ
』
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｆ
や

■

茸
、１--

ggJ"

ー

捧垂

。

『Ｃｏｏ少

一

》ｆ〃
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･ # ･ 画 旬
Ｉ■■

；･冒

二

二一．一
妄～

三

拝
一

察ゞ田切名逢挙げるの側四ヵ敵．う宥奎定的なめはニヵ航了ある．〉一-めひと「何

曇講歌』砿可雫，Ａ鴬田電鍵寅画この詩を霞人睦あ剰躯切詩遁噺定す宅Ｖといい．

岸
《
域
河
、
〃
一
六
三
、
一
四
三
一
こ

い
３
了
い
ろ
が
・
ざ
，
季
例
八
前
狂
Ｖ

争

凸

Ｆ

→

許

？

弓

充
分
と
い
い
ラ
ろ
も
の
で
ば
な
い
。

弓
縫
腫
す
べ
了
溥
士
狗
説
阪
八
従
っ

《ら脚ろ、

壷返し派だけで今日｜卜い浜ろまで、私偽問い匡丁ソ亙応答えてい＄赤い。

■

氏
駒
室
←
錐
繊
究
』
ぼ
一
九
七
・
一
ハ
年
三
月
に
州
行
や
、
柄
た
、
〉
マ
勿
臺
票
←
い
《
よ
減
・
ば
、
八
壬
雄
董
專
成
す
春
へ
乏

巳

■

にした私は、試川林太市郎博士の「エ羅宛学涯」菱、／手亭寺《返し一息認異はじ帆Ｖ・云之五一劇ハ小妹

虹

色

溥
士
の
函
障
の
お
宅
へ
も
足
堂
簿
ん
丁
識
え
を
｛
ｚ
Ｖ
つ
う
，
童
宅
、
す
す
桃
淀
ソ
臓
葡
も
め
で
-
ぞ
角
脚
ろ
壬
舗
泉

ロ

ゴ

邑甲

蜜
営
本
呵
博
士
が
八
去
歩
全
目
☆
、
初
振
ｖ
一
一
一
一
貝
麻
沙
宋
本
．
八
蔀
爽
書
と
し
て
ば
故
小
・
林
太
市
部
憧
士
『
壬

■

●

？

雛
勿
津
一
涯
と
誓
術
」
が
喀
一
の
も
釣
Ｖ
一
画
一
再
元
八
ご
ｚ
Ｆ
傳
就
研
究
蕊
菫
等
．
杢
予
し
〉
て
洞
に
負
、
っ
所
が
多

斗

寺

。

■ロ

蛤食。

圃
奉
一
家
博
士
詞
畠
董
挙
げ
ろ
め
豆
一
再
う
》
訴
訟
、
他
の
人
ド
柚
／
二
吻
弓
ゞ
〉
て
釣
う
室
／
簿
士
勿
読
菱
ぱ
『
宍
ゞ
川
琶
定

寸
春
佃
、
一
嵜
樋
〉
て
の
ひ
だ
司
臆
一
二
一
爵
、
王
雑
の
済
州
左
遥
順
關
わ
る
八
事
件
内
筒
期
限
っ
Ｖ
一
！
の
爵
い
ち

がＶＶ・》ていふ屋″ｎ六四ｏ貢、菩提寺嗣八餉在Ｖを鰯十一が洛蹄と見る駒一卜対し氏が浸安と才者』弱

八
霊
い
窓
が
Ｕ
Ｖ
”
『
干
蕊
執
生
遍
と
藝
術
画
一
吹
謂
い
て
て
夢
《
、
た
が
蝉
-
十
一
厘
凝
議
大
毒
一
！
、
既
Ｆ
訂
一
比
Ｌ
マ
、
潟
５

０

Ｖ
。
Ｖ
倒
圓
の
で
猛
る
．

『

一

嫁一一ハ

、
一
四
三
二
三
三
、
二
画
四
・
五
五
二

ざ
土
、
②
人
前
狂
Ｖ
と
同
様
、
浦
蹴
で
お
り
、

繁
三

、了
ｖ
い
弓
。

／
《
ワ
ョ

一 月 一

１

一

＝

五
八
三
舅
の
六
弥
前
で
．
溥
士
約
説
に
菱
え
釣
〉
』

９

捷
潮
の
帳
洲
と
し
さ
亭
け
る
も
の
も
罐
奏
侭
し
マ

竃『<＝
０〃

二

一
二
九
貢
で
-
溺
式

氏
は
．
別
の
糟
釧
乏

～

'０５５～

弓

毎Ｗ，



鴇開する．〉マの．がたつば三一言頁で『使聿薑上」詩に「一、．〉てｍ第一句乏払が『文流兵華』辰

従『了「衝今窯天闘」と寸言釣がよい、庭一重／とすろゆ←卜対Ｌ・氏口八私向や何川睾車霞國幼矧の

方がよりすぐれ了いろと露・っｖと連牽へろ、

私荊「嘩〈毒溌歌」→で例馴拭仇裾手を「簔芳“ろ蛍性産ラ辰ので洞言、っ」というた？「てあ葛、っ叶一

とは日本語で何稚臺胴壼零で-→溌一澪羅語で唾辱い《雪一房詩憾黛符Ｔ・薬有煎虚構乏許答寸署、又体届

か
ら
、
私
側
一
銃
看
ば
一
三
》
に
這
嫁
力
お
す
．
へ
了
予
一
猿
ビ
イ
賑
い
・
織
才
ろ
こ
と
を
仰
言
は
ひ
〉
→
”
か
應
善
ん
で
い

るのである」といつ観点｛峠一ｖ云黎』雪一菫茎く術-ひｚけ戸《のだ．

、「俵至塞上」曜掌符一ぐぽむく、毒垂王夢王・一／｜Ｌ義橡餉性硲逵・じっ解尺かゞ
ら，私ロマの事雲性を

氏の文章側．←ゞ
その中の八奇矯Ｖが川林簿十一一卜藻するのか・・蕉田膵雲か石のか、両方におわせで

零かろのか亦傲差し脾くい艤礎文畜毒涙ろ。いしず掴いして池、｜ぱの瘡一示し派『王籍硫究』元見る

かぎ川・峠小林博茜の論も蕉田の説も．拳殉繭で氏②一認と雲ろだ肺一ぐ・箒②相毒を決定的仮堀綴し

存紙遂巍さめ季つぼするほどの搾榔査政”提出ｉ芽いな児ひと一乏でいえば見鍛ｎ相遥ドオノギ、
Ｋ

壷一んじ派。・・・〆

』「奇撚しゅ語乏、帯詩》２丁薑購一，層が約剛，」と餅し「’八と零、産一壱行-一と謡く。中国奇、』日本
（〆、

で
心
、

か
ら

な
い
α
：
や
．
｜
ゞ
：
ゞ

這壱た見解錘北フ者順対して八奇溌に．わ侭喜哉が咳多ぐ、、注意壼一毒するＶとい、ヲ⑦何℃シ一より

駁
篝
と
頭
ろ
の
が
自
然
で
栃
ろ

一

寸

》

き

●

｡ -

●､、

聾

】

＝

参
陸

ノ

溌
必

一

、
つ
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Ｂ琴
三耗戸汗

心

Ｉ

舗

子

三 蝉

f
己

．ｊ一一

二弓

自
由
だ
け
脚
と
も
、
そ
袖
は
批
評
で
は
な
く
北
無
篝
仕
な
放
言
魔
っ

八
多
い
Ｖ
か
少
Ｖ
か
付
棺
荊
的
冴
詰
で
-
主
観
の
介
八
に
よ
っ
了
ど
弓
含
卜
も
歌
狐
弓
巧
が
、
一
二
ｏ
中
雪
一
、

三
蕊
仙
し
・
上
・
八
達
あ
げ
イ
ハ
多
Ｖ
ｖ
と
い
う
の
何
蒙
常
で
ｎ
な
い
、
ひ
と
ゲ
蹴
定
し
弛
廿
勿
言
箒
蓬
八
廓
定

寸
ろ
Ｖ
と
撒
定
す
る
⑦
何
、
公
平
一
ぐ
ぱ
な
い
”
返
し
．
つ
よ
〃
へ
氏
に
日
本
讓
乏
ま
〉
』
地
に
談
む
離
力
が
弱
ろ
め
か

ど
う
か
と
Ｖ
「
伝
疑
問
が
生
じ
石
、
日
本
語
差
ま
と
も
》
卜
読
緬
な
Ｖ
人
だ
と
す
桝
何
、
莞
人
汀
人
逢
相
寺
に
と
や

←
八
谷
氏
の
蕉
稿
侭
「
い
マ
、
八
全
面
飼
乃
助
言
途
行
な
『
庇
ｖ
小
川
氏
は
-
壽
語
学
者
と
；
」
で
令
名
温
る
人
涜
菰
α

こ
の
八
鰯
裁
Ｖ
逢
・
●
八
奇
鐺
Ｖ
で
け
乃
Ｖ
正
常
琴
ｙ
）
の
・
と
し
て
藷
大
堀
辰
”
だ
勇
う
か
。

岩
洩
書
杏
は
、
出
版
物
、
校
正
仁
ご
と
に
議
密
で
、
問
題
の
易
．
ろ
と
ご
勇
灯
・
門
零
表
現
と
弛
一
卜
・
執
筆
者
に

徹底的陳ダメ押しすると間Ｖ了、い受こい八雲識Ｖ仮っ．Ｖ了も問いただＬ辰上で、こい『一土繕研

詩
集
』
量
『
万
人
②
竺
誠
す
べ
宍
真
匡
園
へ
駒
趣
値
弱
る
薑
」
壁
見
考
．
わ
幼
『
文
庫
筐
卜
牧
蜂
応
切
で
腸
意
、
っ
か
．
５

弱
ろ
い
側
私
の
耳
に
Ｌ
灰
評
判
は
詩
伝
辰
ラ
尺
勿
に
為
今
か
。
（
一
九
八
○
二
一
・
一
二
）

・
一
九
八
○
年
三
月
五
日
一
七
・
三
○
・
岩
洩
害
杏
②
『
図
書
』
の
隙
リ
の
「
ア
サ
一
《
こ
と
ｒ
っ
人
か
ら
電
話
が
，

お
帆
「
岩
涜
文
章
『
王
錐
議
篤
』
へ
①
間
い
」
付
「
交
流
-
一
襯
砿
は
褐
罰
不
壹
な
い
か
・
文
庫
の
係
り
と
『
王
語

義
壕
』
切
選
訳
者
仮
何
回
篭
す
る
か
ら
、
認
め
ぽ
う
か
ら
-
な
に
ぷ
ん
切
お
便
り
を
Ｖ
た
し
ま
し
媒
令
、
ど
め
こ

▲

▼

Ｑ

で

。

Ｌ

と
で
あ
罰
た
。
子
の
人
の
言
葉
減
質
・
実
可
感
じ
だ
毒
八
か
ら
、
薑
う
匠
一
三
は
行
な
豹
椚
灰
ｔ
、
と
信
じ
石
ウ

巻浪莱庫毎感秋今も雪十羅義葉』勿選訳者々
缶．弘、今礼フＴ音才汰辱しである。

ど
う
か
と
い
「
伝
疑
問
が
生

、万
く
壹
う
こ
と
、
い
-
勺
な
い

卜 ＝

三

,

一

鑿、訂ｒ１
． 寺 一
一

: 幸

ユ ー

＝

（

（
一
九
ハ
○
・
五

琴

甲

八
ー

〆

二 ÷

弓 ̅

・享
= 盲

三
日.

・ 壺

乞
画 ニ
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●

△
戸
の
外
で
、
秋
の
虫
由
が
や
け
く
ぞ
雁
噴
堯
芙
お
い
て
い
、
ろ
。
勢
い
電
よ
い
響
き
と
Ｌ
了
頁
に
受
け
と
め
る
５

ｎ
え
臆
か
え
ウ
マ
部
屋
の
中
駒
剛
が
簿
く
感
じ
冷
桝
夢
李
篝
Ｖ
「
昌
谷
彗
茎
雪
水
Ｅ
鑿
』
詞
中
の
『
垂
鋤
の

篝』蓬總蕊卜警食三ｚに《一尻胃吉伝』餌柱播が暗示ざ郷〉一く雪諦の穀司『由蘂島走賓」を前

一割のよ・っ厚萩くと一三にか机の読詩の調練の循向が噺の銃陞-《いろ。「巴菫曇」隆刈旧了八筐童

の気持にグー〃了李震がかやＵに答え了やるめだ．いや李騨哩巴童の（などはごっ元込よいの這

皀らの（を吐くのＦ巴壼の釡逢設穴す弓のだ。巴菫乏だしにし尿自己問答写のであるＶという。

一九六一通辱《匙雑談畳現（詩手帖』九月号Ｆ「《琵釧の雰Ｉ李長吉伝」（１）が出た。筆言は草森

紳
冤
一
九
六
六
年
十
一
月
壬
下
に
十
四
回
で
一
部
が
了
り
’
一
九
七
○
年
一
月
か
ら
箒
二
部
が
は
じ
ま
り
↑
一

九
七
五
年
十
一
月
ま
で
に
三
十
八
回
Ｔ
、
以
祷
ロ
と
ギ
詫
元
い
る
ヴ
、
側
聞
す
る
近
こ
弓
で
ロ
、
近
ご
言
引
の
雑

誌脈鯆表-乏掲議しつつある由。一一部の三十八回までで、四℃Ｏ字一五○○枚ぐ合いぼ老＠つ。わた

る

０

や

り

ず

４

画

し画、：一房未曽有広大鍋李長壹伝が完成Ｌ灰と生に願〃腸げよ、つと馬ってＶ涙が、完成するまで

いら洞謬か琴っかわからず-いろとＬＴＬ縄介する気力が震ラィいるかど、「ろ杓から瘤もと

弛苓のころ口、わ穴Ｌか鋸介し灰リ批評しなくても重森李晨吉伝の方が人々
に現しくなうていろ

だ
弓
勺
が 二

○
世
鍵
の
李
賀
（
空

̅

草
森

ロ

紳
一

-
４

１

６

も■ユロ

宅

日

日

中

凸参参筐 = ご
ＣＰＱ

〃
岳

一か

篭
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ｆ
二

一一

八
人
間
は
死
の
瞬
闘
ま
で
呼
吸
垂
続
け
る
に
し
か
抄
い
、
●
。
蕗
予
め
人
間
が
生
圭
喜
艫
闇
と
い
う
込
籾
何
場
９

-曲㈹上肢立った時だけである．、ンｉへご行、人間が卿じ紡一Ｉ鯖閻逢汚美、（曹一、っ熟すなことだご閃

竜
試
し
空
間
臺
蝿
あ
る
崎
万
②
だ
鋤
〉
て
の
、
ン
１
一
卿
戒
の
想
像
力
の
蟻
発
し
た
瞬
脹
構
寅
詩
、
綱
ろ
た
宅
っ
”

シ
ｉ
ン
萱
Ｉ
穴
す
い
人
間
、
寸
汀
杓
再
風
景
の
な
い
人
間
に
付
・
時
闇
は
Ｔ
い
い
だ
Ｖ

Ｃ）

ご

釣

『

暘

面

」

「

シ

Ｉ

ン

、

』

と

い

う

術

語

卿

菫

要

だ

。

Ｆ

ｏ

八
大
環
も
終
り
ご
弓
い
っ
た
い
目
分
罐
な
Ｅ
江
一
語
｛
い
〃
灰
い
い
か
、
御
ぞ
匂
な
く
な
〃
、
丞
炉
卜
至
フ
旧

徒鮫．りこｆう絞りこじ§つとしても、かズうて私釣興吹輝，増幅Ｌ了いくぼかりだ『・たＶかれい

汽搬籍集』のあとが宍、にあた葛「全産．の弁解』とい・っ文事ＴＶ、っ。八季崇の琴、東映鋤入註試験

乏鏡けたのだが、単科はど、つい、つわけか、コーネルヴールリッチについ丁記せ、など・幸ろて自

今めた肋に塒た孝つ載問顎ぱクリ下・董晨えがあ、丁、宗Ｌ工一饅蛮二書で全略し一、いた須一信半

が
．
し
か
し
面
接
試
験
は
、
さ
ん
ざ
ん
で
あ
『
た
“
叙
大
川
社
長
順
君
は
入
っ
尺
、
令
な
に
垂
や
-
リ
辰
い
か
杓

と一一扁椒了-正直雁寅出・嗣本・ヌロデュＩズ釣三つ蓬走馨寸喜と・高ゲリラぱなし璽一票』》今ぺ

徒
名
、
と
夫
人
に
彼
口
細
証
を
霊
く
し
好
例
々
￥
ん
汀
艀
一
人
丁
た
く
さ
ん
下
京
ろ
・
も
の
下
付
河
ｕ
と
不
愉

お
そ
ら
冤
二
の
一
二
唇
漂
乏
華
蘇
紳
一
の
作
業
の
鍵
桔
批
評
に
当
毫
符
ろ
だ
弓
弓
菫
森
紳
一
に
か
ぎ
ら
ず
．
人
ぼ
何

董諾ラ丁〃孔「何し評鮮臆しＫＬ「自己逢弟、了いろい下、自一こしか諾椚ケいの屑㈹と側いえ、自己

達語る尺めに何自己以外の池のにっＶ可語るほかない矛盾が自己という追いら；」くう〉一！柄を嘆

寺
あ
て
丁
、
己
打
を
諾
ろ
Ｆ
不
可
欠
と
わ
ら
い
定
例
た
李
蛋
を
だ
し
に
し
マ
語
り
は
じ
納
振
の
が
『
垂
部
の
客
Ｉ

ギ、あて丁、

李長吉伝←』
一啄例だ．

一念Ｌ-
や

饗

〆

戸

奉．・・・一

一

一

三や』 - - - - - - 一 一 一. … . ． . . . . . , 品 , ご 咄 一 . ･ 砧 . . . T I : ． . 品 . . 砧 ､ : … , 守 呼 凹 一 . 一 ー 酉 一 一 ＝ . ． . ÷ - ﾛ Ｊ Ｌ ロ ■ 貼 〆 一



凸三ｑ卓佃二一
学

歯
一
一

ｰ

快
そ
う
な
声
で
書
い
“
帯
楓
剛
鑑
”
穴
雲
姉
．
￥
穴
が
い
に
涜
鍵
Ｌ
あ
い
と
な
｝
、
穴
ｖ
い
す
絢
才
打
か
令
減
、
濁

が
リ
覇
ぱ
な
Ｌ
軌
声
Ｔ
答
え
る
姿
は
〆
短
鎌
し
原
く
い
涯
為
う
が
、
一
九
六
○
年
代
い
は
じ
め
ご
ｚ
、
初
め
丁
会
う

庭
迄
き
の
か
打
に
は
・
天
し
か
豚
手
え
な
蓑
ぷ
あ
つ
産
》
一
入
詮
試
験
に
不
合
格
と
〃
へ
た
か
洞
口
八
二
の
苦
い
経

験
か
ら
、
専
門
一
筋
の
人
間
に
切
剛
か
え
た
が
と
告
文
側
、
｝
そ
｛
／
禿
ぼ
な
く
、
自
今
の
や
り
た
い
こ
ど
は
-
臆
面

弛
汀
く
な
ん
で
も
や
ｚ
、
っ
と
い
う
二
と
で
涙
弓
八
Ｖ
母
板
争
要
苑
大
学
の
助
手
．
§
諾
師
も
短
期
間
っ
と
轡
（
罰

雑
誌
の
編
集
者
遂
窪
て
ラ
リ
ー
・
ラ
イ
タ
・
-
に
扉
ろ
”
ず
旅
い
書
く
文
章
臆
・
砺
喜
と
ま
何
一
-
マ
、
一
ガ
評
論
家
」

易
ろ
と
宍
側
今
「
弄
術
批
評
家
』
あ
る
と
宍
前
「
ジ
キ
ズ
評
論
家
」
：
筵
い
う
「
芦
薑
」
が
与
え
名
舸
ろ
・
だ
か

八
私
は
、
寒
閤
達
多
岐
に
こ
な
-
』
Ｔ
Ｖ
ろ
い
で
は
な
く
、
た
玩
び
文
章
仮
御
み
こ
だ
絹
「
→
-
い
る
に
す
寺
ぷ
い
Ｖ

八
方
に
重
塞
ご
う
と
・
す
べ
て
は
「
私
』
Ｆ
炊
飲
宗
迩
，
、
い
る
笠
ｔ
砺
吋
、
不
審
爵
と
い
え
卿
、
二
打
ほ
ど
不
器

用
何
な
い
⑦
で
あ
″
・
壷
門
⑭
琴
門
に
」
ず
み
つ
Ｕ
一
！
-
い
る
人
顧
＠
吋
う
が
．
よ
っ
ぽ
ど
蕉
用
雁
見
え
る
Ｖ

李
窒
と
い
・
っ
詩
人
御
形
威
侭
と
う
て
語
事
件
談
必
須
で
あ
：
灰
旗
・
フ
に
、
菫
森
紳
一
と
い
う
李
鑿
茜
作
者
勿
形

域
に
は
索
砿
入
社
試
験
不
合
格
樋
二
釣
上
な
い
燭
条
件
庭
毒
尺
と
い
ズ
言
か
Ｌ
Ｌ
抓
錫
。
八
請
遥
宛
た
胴
胸
詩
法

と
Ｌ
了
で
侭
な
く
，
李
篶
と
い
う
人
間
の
侭
理
と
不
幸
級
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
ヴ
詩
途
量
さ
え
左
ち
」
ｉ
い
ろ
こ
と
篭
み

煎
く
認
睡
な
ろ
手
い
Ｖ
と
い
う
視
謹
診
一
樗
得
ｌ
一
た
め
ば
・
Ａ
苦
い
霊
験
Ｖ
か
ら
、
己
野
面
川
か
え
る
の
で
漸
く
-

八
濾
面
芯
な
く
Ｖ
己
広
こ
だ
わ
云
う
と
す
ろ
こ
と
侭
ょ
、
ヱ
ｒ
張
可
た
。
二
う
い
う
八
不
器
用
ざ
Ｖ
が
聯
く
一
く
、
ぱ

な
か
な
か
胸
の
う
室
逢
鶴
い
可
く
榊
な
い
の
が
李
雪
た

李
首
だ
け
が
等
ラ
な
の
で
耐
な
い
々
猫
た
つ
了
・
信

ｑ

李
首
だ
け
が
等
ラ
な
の
で
耐
な
い
々
猫
た
つ
了
・
石
二
君
だ
７
て
》
胸
中
『
●
々
感
開
グ
錦
約
だ
や

八
日
本
②
知
識
人
は
．
外
国
の
皐
新
式
切
庵
嬉
腫
・
寸
ぐ
と
び
「
く
し
、
す
ぐ
仁
霜
介
解
読
す
壱
・
ま
た
肉

一

ご一『

参

屯
一
一
・

９

一・一

蒙
一

一口Ｆ匙

l5-SO '０６０ 、

Ｉ
一

:｣蟻:謎蕊ず局
一 ノ


